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対構造を理論的に考察した第 1 部 (1 章一 5 章)と多目的ネットワーク最適化のアノレゴリズムに関する第
2 部 (6 章一 8章)から成っている。









3 章と 4 章ではインベックス関数を含む数理計画法に対しても 2 章の結果が一散化されることを示してい
る。また，その応用として，目的関数がある種の分数型の場合にも，分母，分子l乙関する適当なインベッ
クス性の仮定の下に，前章と同様な結果が成り立つことを示したのが 5章であるD
第 2 部は，ネットワーク最適化のアルゴリズムを具体的な問題を例にとって論じているo すなわち， 6 
章では，病院における看護婦の配置・移動計画の問題を有向グラフ上の流れの問題として定式化し，有効
なアルゴリズムを提案している。乙の問題は本質的には線形計画法の問題であるが，本章の方法は線形計
画法における通常のアルゴ、リズムより効率がよい乙とを数値例で示している。 7 章及び 8 章では，同様な
方法を多目的最短径路の問題について論じているo
以上，本論文は，数理計画法の理論とアルゴリズムの両面に寄与するものであり，学術博士の学位論文
として価値あるものと認める。
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